
 

 南小花いっぱい運動についてお願いしたところ、たくさんの善意の花が寄せられて、教室や学校が 

潤いある環境となっています。 

 花そのものもきれいなのですが、その花の向こうに、 

「人の思い」があるから、より美しく、ありがたく、 

うれしく感じてしまいます。 

花を摘み取るとき、新聞紙で包むとき、子どもに持 

たせるとき、どんな思いで花を手に取られていたのだ 

ろうと思うと、感謝の思いでいっぱいになります。 

家庭や地域の皆様に支えられて、南小は輝いています。 

 写真では、すべてをご紹介できませんが、ここに 

お礼を申し上げます。あわせて、今後もどうぞよろ 

しくお願いいたします。 
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家庭や地域に支えられて① ～南小花いっぱい運動～ 

 
 

前期を終えて、感謝の思いでいっぱいです。 

 本日、前期終業式を終えました。１年の半分の学校生活を無事に終えることができました。これも、多く
の方々に支えられてのことと心より感謝申し上げます。 
通知表には、担任が見取った子どもたちの頑張りと成長が記されていて、それを読んで、本当にうれしく

なったところです。後期も、学校教育目標「あいさつ 笑顔 思いやり すすんで学ぶ南っ子」の具現化に
向けて、職員一丸となって取り組んでまいります。 
引き続き、保護者及び地域の皆様のご理解とご協力を賜れば幸いです。 

家庭や地域に支えられて② ～あいさつ運動～ 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  
                       

 学校運営協議会のご意見で始まった南小あいさつ運動。そこには、とても

素敵な光景が広がっています。 

 子どもと子どものふれ合い、保護者や地域の方々と子どもたちのふれ合

い、あいさつ運動への子どもの自主的な参加。 

 その時間と空間は、笑顔と温もりでいっぱいです。 
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